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　昭和10年の頃であったろうか・春の5ら　　　蔓融．

らかなHの書下り，宮城の堀端をこの本の著　　　難

者と散歩しながら，その当時気象力学とよば　、　馨

れていたもののうち，本当に気象力学とよぶ

にふさわしいものは，…体どのぐン）いあるだ

ろうかなど語りあったことがある．これとい

って，特筆すべきものはほとんどないのではな

カ・ろうカ・とL・うこと1こ、活はン客着L・たよう1こ言己　　、饗鍵　鱗職灘灘

憶している．その後の気象ノJ学の進歩は著し

いものがあり，新しい気象力学のi敦科書の出

現が望まれていたところであるが，これはな

かなか至難の仕事であり，著者のよ5に自ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘麟
気象力学の進歩に直接貢献したへにしてはじ　　・　灘舞

めてなしうるところである．本、陰は気象力学

の最近の、成果である数値予報の理論までも含
めて，実に蜘くまとめられており，国内蹴

はもちろんのこと外国にも本、！｝に匹肩しうる

ものはまだ現れていない．本、llの出現は気象

力学をはじめて学ぶ人にとってこ（D上ない幸

福といわなげればならない．現に気象力学を

研究している人．も本、11：を通続することによっ

て，頭の中の整理をするのに大いに役寸つで　　　、　華
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
あろう．また座右において忘れた基本的なこ　　　・，灘

とが房）を探しだすよ5な時に好き件屑となる

だろ5．

　本、11：の特徴の…つとして，理諭のよって寸

つ根拠を明礎にし，理烙整然と議論をすすめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨てある点1も読んでいても気持ちよいほどであ

る・最初の静力学・熟力学，輻射に関係した部分は，在

来の教科Jl乏変りはない・輻射に関した章は簡単な記載

にとどま一）ているが・気象力学の教雅』ll・としては著者も

これ以上述べる必要はないと考えたに違いない．熟力学

の章で・在来の教科’1・と同じように　著者も偽断熱邉程

を非可逆であるとしているが，これは誤解ではないだろ

うか．系のエソトロピーの変化はなるほど変化するが，

それは孤寸系でなく，いわゆる開放系であって，外界と

物質の交換を行っているためであって，非可逆過程につ

きもののエソトロピーの生成はないから，可逆過程とよ

ぶべきである．

　著者のねらいは，あくまでも第7章以下の狭義のいわ

ゆる気象ノ」学におかれており，この分野で著しい業績を

残された著者の面目躍如たるものがあり，それが諸処に

警句となって現れている．数式がもつ物理的意昧をはっ

きり把握させながら，できるだけ理解し易く説明してあ

る点はさすが著者の腕である．第7章のエネルギー方程
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一長川昭呈蔓氏写眞

式のところで，通常の形式の熱力学の第一法則の式が使

われているが，摩擦力を考える以」二，このような簡単な

形式の第…法則は成立しないはずである・もしこのよ

うに置くならば，エネルギー不滅則が破れてしまうこと

は，よく知られていることがらで凌）る．何はともあれ，

本書菊気象力学に関する劃期的な教科」｝といってよいだ

ろ5．　　　　　　　　　　　　　　　（吉武素二）

　　　　　　　　月おくれの刊行状態を正常にもどすべ

編集後記　　く，編集陣は大車輪で努ノJしている・そ

　　　　　　　れでも不なれなために多くの障害にぶつ

かる．気象に関心をもつH本全国の各方面のへ々の総意

によって，この雑誌が滑かに運転され成長してゆくよ

う，お力ぞ之をお願いする次第である．われわれが一番

嬉しいのは心からの批評と意見を聞かせて下さること

で，とくに中央から離れた畑で活躍されている方々にこ

れをを望みたい．　　　　　　　　　　　（吉野）
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